
ユーザーズガイド

Power2Go

CyberLink



使用許諾契約書
この契約書の日本語訳は、英文のEnd User License Agreement

（'EULA'）の理解を補助する目的で作成されたものです。容易な表現と、英文契約書との整合

性に注意を払って作成しておりますが、一部意訳されている部分があり、本契約の詳細につき

ましては英文契約書を正式文書としてご覧頂きたくお願いいたします。

End User License Agreement （EULA）：使用許諾契約書
当製品（以下「本ソフトウェア」という）の導入およびご利用の前に、以下の使用許諾契約書

（以下「本契約書」とする）をお読みください。

本ソフトウェアのご利用にあたっては、お客様が本契約書に記載された条項を事前に承諾いた

だくものとし、本ソフトウェアをインストール、バックアップ、ダウンロード、アクセス、ま

たは使用することによって、お客様は本契約書の条項に承諾されたものとします。

本契約書は、本ソフトウェアに関してお客様（個人または法人のいずれであるかを問いません

）とCyberLink

Corp.（以下「サイバーリンク」といいます）との間に締結される法的な契約書となります。

ライセンスの許諾および保証規定 
本契約書をお読みになり、記載された条項に承諾される場合は、導入画面中に表示される本契

約の同意を求める画面で「はい」をクリックしてください。記載された条項に承諾いただけな

い場合は、インストール作業を中止し、本ソフトウェアの利用を中止するとともに、本ソフト

ウェアをコンピュータ上から削除してください。

使用権の許諾 
サイバーリンクは本ソフトウェアの非独占的な権利をお客様に対して許諾し、これによりお客

様は、本ソフトウェアをご購入頂いたライセンス数に準じた台数のコンピュータへインストー

ルし、本契約記載の条項に従って本ソフトウェアを利用することができるものとします。

本ソフトウェア、付属するマニュアルなどの文書または電子文書を含む一切の印刷物（以下「

関連印刷物」といいます）の第三者への賃貸、貸与、販売、変更、修正、リバース・エンジニ

アリング、逆コンパイル、逆アセンブル、転用、商標の削除などはできないものとします。

また、バックアップを目的として本ソフトウェアおよび関連印刷物の複製を作成する場合を除

いて、本ソフトウェアおよび関連印刷物のコピーはできないものとします。

「再販禁止」表記のある場合を除いて、本ソフトウェアの最初のお客様は、本ソフトウェアお

よび関連印刷物を一度に限りかつ他のユーザーに直接行う場合に限り、本契約書記載の条項に

沿って恒久的に譲渡できるものとします。この場合、最初のお客様は本ソフトウェアおよび関

連印刷物のバックアップの一切を、物理的および電子的に読み取りができないよう破棄し、コ

ンピュータ上の本ソフトウェアおよび関連印刷物の一切を消去するとともに、譲渡されたユー

ザーは本契約記載の条項に承諾いただくものとします。これにより、当該ソフトウエアのご利

用ライセンスは自動的に解除されます。



所有権 
本ソフトウェアならびに関連印刷物の著作権、特許、商標権、ノウハウ及びその他のすべての

知的所有権は、体裁、媒体、バックアップであるかの如何にかかわらず、その一切についてサ

イバーリンクに独占的に帰属します。

本契約書に特に規定されていない権利は、すべてサイバーリンクによって留保されます。

アップグレード
本ソフトウェアが従来製品からのアップグレードであった場合、従来製品の使用権は本ソフト

ウェアの使用権に交換されるものとします。本ソフトウェアの導入または使用により、従来製

品の使用許諾契約が自動的に解除されることにお客様は同意されたものとし、お客様による従

来製品の使用、ならびに第三者への譲渡はできなくなります。

第三者提供のコンテンツの利用
お客様が、本ソフトウェアにより第三者から提供される画像・音声データなどのコンテンツを

再生し利用する場合、その権原および無体財産権は、各コンテンツ所有者の所有物であり、著

作権法およびその他の無体財産権に関する法律ならびに条約によって保護されています。本契

約書は、そのようなコンテンツの使用権を許諾するものではありません。

保証及び責任の限定 
サイバーリンクは、本ソフトウェア、関連印刷物、およびサポートサービスに起因してお客様

又はその他の第三者に生じた結果的損害、付随的損害及び逸失利益に関して、一切の瑕疵担保

責任および保証責任を負いません。また、本ソフトウェア又は関連印刷物の物理的な紛失、盗

難、事故及び誤用等に起因するお客様の損害につき一切の保証をいたしません。

サイバーリンクは、本ソフトウェア及び関連印刷物の機能もしくはサポートサービスがお客様

の特定の目的に適合することを保証するものではなく、本ソフトウェアの選択、導入、使用、

およびそれによって得られる結果については、すべてお客様の責任となります。

本契約書に記載のない保証条項が発見された場合、保証対象期間はお客様が本ソフトウェアを

購入された日から９０日以内とし、保証金額はお客様が本ソフトウェアの購入のためにお支払

いいただいた金額を超えないものとします。

お客様が本契約を解除する場合、本ソフトウェアおよび関連印刷物のバックアップを含む一切

を、物理的および電子的に読み取りできない状態で破棄するとともに、コンピュータ上の本ソ

フトウェアおよび関連印刷物の一切を消去するものとします。本契約は、本ソフトウェアに関

してお客様とサイバーリンクとの間に締結され、台湾における法律に準拠します。本契約に起

因する紛争の解決については、Taiwan Arbitration Act.に準ずるものとします
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Corporationの文書による許可なく本書の一部あるいは全部を作り変えたり、検索システムに保
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紹介

第 1 章:

この章では、CyberLink Power2Go の概要と最新機能について説明します。

Power2Go のバージョン、対応するメディアのタイプおよび推奨するシステム要

件についても紹介します。

注:当ガイドは参考資料です。また、内容および対応するプログラムは予告

なしに変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

はじめに
CyberLink の製品をご利用いただきありがとうございます。CyberLink

Power2Go は、すべてのドライブおよびディスク (CD、DVD、ブルーレイ ディ

スクなど) に対応するオール メディア ライティング ソフトです。

CyberLink Power2Go を使うと、データ ディスク、ミュージック ディスク、

フォト ギャラリー ディスク、ビデオ ディスク、システム リカバリー ディスク

などの作成、書き込みができます。オンライン メディアをバックアップした

り、ディスク マネージャーで書き込みディスクのライブラリーを表示したり、

ディスク ユーティリティーでディスクを消去、コピーしたり、仮想ドライブと

してディスク イメージをマウントしたりすることもできます。

CyberLink Power2Go は、PC 向けのオールインワン ライティング ソフトで

す。

最新機能
ここでは、CyberLink Power2Go プログラムの最新機能について説明します。

ディスク マネージャー*

新規に書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー ライブラリーに

追加。

前に書き込みを行ったディスクをディスク マネージャーにインポート。
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ディスク マネージャーを使って、前に書き込みを行ったディスクをクイッ

ク検索。

オンライン メディア バックアップ*

Flickr および Facebook の画像を参照して、ハード ドライブにダウンロー

ド。

YouTube、Facebook、Vim eo の動画にアクセスして、ハード ドライブに

ダウンロード。

オンライン メディアを直接ディスクに書き込み、バックアップ。

新たに対応する形式

CUE ファイルをインポートし、トラック リストとアルバム情報を記録して

オーディオ ディスクに書き込み。

APE*  と FLAC*  形式の音声ファイルのオーディオ ディスクを作成。

APE*  と FLAC*  音声ファイル形式のオーディオ CD を取り込み、ファイル

を保存。

既存の音声を APE*  または FLAC*  ファイル形式に変換。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

Power2Go バージョン
CyberLink Power2Go で利用可能な機能は、お使いのバージョンによって異な

ります。

CyberLInk Power2Go のバージョンを確認するには、キーボードの Ct rl+ B を

押すか、[ヘルプ]  >  [Power2Go バージョン情報]  を選択します。

Power2Go をアップデートする

CyberLink では、定期的にソフトウェアのアップグレードおよびアップデート

(パッチ) を提供しています。アップグレードまたはアップデートが可能な場合
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は、自動的に確認ダイアログが表示されます。 

ソフトウェアをアップデートするには、次の操作を行います。

1.  ボタンをクリックして、[アップグレード]  ウィンドウを開きます。

2. CyberLink Power2Go のアップグレードするバージョンまたはアップデー

トするパッチをクリックします。

3. Web ブラウザー ウィンドウが開き、ここからアップグレードを購入した

り、最新パッチをダウンロードします。

対応メディア
CyberLink Power2Go が対応するメディアは次の通りです。対応する特定のメ

ディアは、コンピューターにインストールされているバージョンによって異なり

ます。 

対応するファイル タイプ
データ ディスク (あらゆるファイル タイプが書き込み可能なもの) を除き、音

楽、動画、画像ディスクの作成時にインポート可能なファイル形式は次の通りで

す。

音声形式:APE、FLAC、MP3、M4A、WAV、WMA

動画形式:ASF、AVI、DAT、DVR-MS、FLV、M2T、M2TS、MKV、MOV、

MOD、MP4、MPE、MPEG、MPG、MTS、TS、TOD、VOB、VRO、

WMV、WTV

画像形式:BMP、GIF、JPE、JPEG、JPG、PNG、TIF、TIFF

対応するディスク タイプ
CyberLink Power2Go は次のディスク タイプの書き込みに対応しています。

CD:CD-R/RW
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DVD:DVD-R/RW, DVD-R/RW DL, DVD+R/RW, DVD+R/RW DL, DVD-

RAM

ブルーレイ ディスク:BDXL, BD-R, BD-R DL, BD-RE, BD-RE DL

システム 要件
書き込み時に推奨される最小システム要件は、以下の通りです。この推奨要件を

満たしていても、書き込みタスクによっては容量を拡張する必要が生じる場合が

あります。

最小システム要件

OS Windows 8、7、Vista、XP。

画面解像度 1024 x 768 ピクセル以上。

メモリー データおよび音楽の書き込み:  128 MB SDRAM。

動画の書き込み:  256 MB DDR RAM (512MB 推奨)。

CPU CD/VCD (MPEG-1) 作成: I nt el Pent ium  I I  450。

DVD (MPEG-2) 作成: I nt el Pent ium  I I I  800 MHz または

AMD Athlon 700 MHz (I nt el Pent ium  4 2.0 GHz、AMD

Athlon 2100+  以上推奨)。

ハード ディ

スクの容量

VCD 作成:  1 GB。

DVD 作成:  5-10 GB。

ブルーレイ ディスク作成:  25 GB。

書き込みデ

バイス

VCD/DVD タイトルの書き込みには、CD または DVD 書

き込みドライブ (CD-R/RW、DVD+ R/RW、DVD-R/RW)

が必要。

    - 対応する書き込み速度 (CD):1x、2x、4x、6x、8x、

12x、16x、20x、32x、48x。

    - 対応する書き込み速度 (DVD):1x、2x、4x、6x、8x、

10x、12x、14x、16x、18x、20x、22x、24x。

ブルーレイ ディスクの書き込みには、ブルーレイ ディス
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ク書き込み可能ドライブ。

    - 対応する書き込み速度 (BD):1x、2x、4x、6x、8x、

10x、12x。

注:ディスクの書き込み速度は、書き込みハードウェアによっ

て異なります。

注:システム要件は変更する場合があります。最新のシステム要件は、

CyberLink (ht t p: / / jp.cyberlink.com / ) Power2Go のページでご確認くだ

さい。
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Power2Go の作業領域

第 2 章:

この章では、CyberLink Power2Go の作業領域および各モードについて説明し

ます。CyberLink Power2Go には複数の異なるウィンドウがあります。ただ

し、これらのウィンドウには共通する機能もあります。

CyberLink Power2Go には次のモードがあります。 

Power2Go デスクトップ書き込みガジェット モード

Power2Go フル プログラム モード 

Power2Go デスクトップ書き込みガジェット モードは、2 ステップでディスク

に書き込みが行える、より簡単なモードです。Power2Go フル プログラム モー

ドは、すべての書き込み機能およびディスク ユーティリティーにアクセス可能

なモードです。

Power2Go

デスクトップ書き込みガジェット

モード
Power2Go デスクトップ書き込みガジェットを使うと、ディスクに簡単に書き込

むことができます。デスクトップ書き込みガジェットはデスクトップに常駐して

おり (有効にしている場合)、いつでもガジェットにファイルをドラッグ＆ドロッ

プすることができます。書き込むメディアが準備できたら、簡単に書き込みを行

うことができます。

デスクトップ書き込みガジェットは、Windows のすべてのバージョンで利用可

能で、次のアイコンが表示されます。
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ガジェット ア

イコン

Power2Go 機能

[データ ディスク]  ガジェット。このアイコンにデータ ファ

イルをドラッグ＆ドロップして、ディスクに書き込みます。

[オーディオ CD]  ガジェット。このアイコンに音楽ファイル

をドラッグ＆ドロップして、オーディオ CD をディスクに書

き込みます。 CD プレーヤーで再生することができます。

[ビデオ ディスク] *  ガジェット。このアイコンに動画ファイ

ルをドラッグ＆ドロップして、ディスクに書き込みます。

[ディスク コピー]  ガジェット。ガジェットの  をクリック

して、ディスクのコンテンツを他のディスクにコピーしま

す。ディスク コピーに関する詳細は、「ディスク コピー」

を参照してください。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。



9

Power2Go の作業領域

デスクトップ書き込みガジェットを有効

にする
CyberLink Power2Go をインストールすると、デスクトップ書き込みガジェット

は自動的に有効になります。有効になっている場合、  のアイコンが Windows

の通知領域 (システム トレイ) に表示されます。アイコンをダブルクリックして

ガジェットを表示するか、右クリックして他のオプションを表示します。

Power2Go デスクトップ書き込みガジェットが無効になっている場合は、

Windows のスタート メニューから [CyberLink Power2Go 9]  >  [デスクトップ

書き込みガジェット]  オプションを選択します。Windows 8 では、Windows の

キーをクリックして "デスクトップ書き込みガジェット" と入力します。

デスクトップ書き込みガジェットで書き

込みを行う
デスクトップ書き込みガジェットでディスクの書き込みを行うには、次の操作を

行います。

1. 読み取り元のファイルをコンピューターから検索します。

2. ディスクに書き込むすべてのファイルをデスクトップ書き込みガジェットの

アイコン (音楽ファイルは [オーディオ CD]  ガジェット、動画ファイルは

[ビデオ ディスク]  ガジェットなど) にドラッグ＆ドロップします。

3. Power2Go デスクトップ書き込みガジェットの  をクリックし、書き込み

処理を開始します。

デスクトップ書き込みガジェットで書き込みを行う際のヒン

ト

デスクトップ書き込みガジェットで書き込みを行う際のヒントは、次の通りで

す。
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デスクトップ書き込みガジェットの機能を切り替えるには、アイコン上の矢

印  をクリックします。

デスクトップ書き込みガジェット左下の  アイコンをクリックすると、

ウィンドウが開き、書き込むコンテンツのリストが表示されます。

デスクトップ書き込みガジェットで書き込みを行うミュージック ディスク

は、オーディオ CD 形式になります。

動画ファイルを [オーディオ CD]  のアイコンにドラッグ＆ドロップする

と、動画ファイル内の音声が抽出されます。

デスクトップ書き込みガジェットを設定

する
Windows の通知領域 (システム トレイ) の  アイコンを右クリックすると、

デスクトップ書き込みガジェットの設定オプションが表示されます。

オプションは次の通りです。

常に手前に表示:デスクトップ書き込みガジェットを他の実行中のプログラ

ムの前面に表示します。

システム起動時にプログラムを起動:コンピューターの起動時に自動的にデ

スクトップ書き込みガジェットを起動します。

CyberLink 仮想ドライブ:イメージ ファイルなどをマウント可能な仮想ドラ

イブ ウィンドウを起動します。詳細は、「Power2Go 仮想ドライブ」 を参

照してください。

ディスクの消去:ディスク ドライブ内の再書き込み可能ディスクを消去しま

す。

バージョン情報:Power2Go のバージョン情報を表示します。

ヘルプ:ヘルプ ファイルを表示します。

終了:デスクトップ書き込みガジェットを終了します。
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Power2Go フル プログラム

モード
フル プログラム モードは、CyberLink Power2Go のメイン モードです。この

モードでは、CyberLink Power2Go を起動すると自動的に表示される新規タス

ク ウィンドウのすべての機能にアクセスすることができます。

プロジェクトを開始するには、左のタスクを選択してから、実行するタスク機能

を選択します。新規タスクのウィンドウからアクセス可能なタスクは、次の通り

です。

タスク Power2Go 機能

ミュージッ

ク ディスク

[ミュージック ディスク]  では、MP3*、WMA、WAV の音声

ファイルを CD または DVD に書き込むことができます。書き

込む動画ファイルから音声を抽出したり、オーディオ CD を作
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タスク Power2Go 機能

成したり、CUE オーディオ ディスクに書き込むこともできま

す。詳細は、「ミュージック ディスク」 を参照してくださ

い。

ビデオ ディ

スク

[ビデオ ディスク] *  では、動画ファイルを含む CD* /DVD を作

成することができます。DVD フォルダーをディスクに書き込

むこともできます。詳細は、「ビデオ ディスク」 を参照して

ください。

データ ディ

スク

[データ ディスク]  では、データ ファイルを CD、DVD、ブル

ーレイ ディスクに書き込むことができます。データ ファイル

には、各種ドキュメントまたはデジタル ファイルを含めること

ができます。詳細は、「データ ディスク」 を参照してくださ

い。

フォト ギャ

ラリー ディ

スク

[フォト ギャラリー ディスク] *  では、CD、DVD、ブルーレイ

ディスクにフォト ギャラリー ディスクを作成することができ

ます。これらのディスクには、コンピューターで実行可能な

フォト ショーケース アプリケーション (ビューアー付き) が含

まれます。詳細は、「フォト ギャラリー ディスク」 を参照し

てください。

オンライン

メディア

バックアッ

プ

[オンライン メディア バックアップ]  では、YouTube、

Facebook、Flickr、Vim eo で共有されるメディアをバック

アップすることができます。詳細は、「オンライン メディア

バックアップ」 を参照してください。

システム リ

カバリー

[システム リカバリー] *  では、コンピューターがクラッシュし

た場合や動作を停止した場合の復元用にリカバリー ディスクを

作成することができます。詳細は、「システム リカバリー」

を参照してください。

ディスク コ

ピー

[ディスク コピー]  では、ディスクのコピーを行うことができ

ます (コンピューターに 2 つ以上のディスク ドライブがある場
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タスク Power2Go 機能

合)。ディスク イメージの作成または書き込みを行うこともで

きます。詳細は、「ディスク コピー」 を参照してください。

ディスク ユ

ーティリ

ティー

[ディスク ユーティリティー]  では、ディスクの消去、音声の

取り込み、オーディオ コンバーターなどの便利な機能にアクセ

スすることができます。仮想ドライブにアクセスしたり、ミッ

クス モード CD や CD Ext ra を作成することもできます。詳細

は、「ディスク ユーティリティー」 を参照してください。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。
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新規タスク ウィンドウ
Power2Go の フル プログラム モードで新規のタスクを開始する場合 (ビデオ

ディスクの作成またはディスク ユーティリティーの使用時を除く)、プログラム

は次のように表示されます。

A - 検索ペイン、B - メディア ペイン (コンピューター内のメディア)、C - 検索

フィールド、D - アップグレード、E - 書き込みドライブの選択、F - 書き込みボ

タン、G - コンテンツ エリア (書き込み/ダウンロードしたメディア)、H - ディス

ク容量インジケーター

検索ペインを使用する

新規書き込みタスク ウィンドウのほとんどに、検索ペインがあります。検索ペ

インは、メディアを素早く見つけられる便利なツールです。検索ペインには、
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[参照]、[フィルター]、[メディア]、[オンライン メディア]  タブのいずれかが表

示されます。

注:検索フィールドにキーワードを入力して、コンピューター内の特定の

フォルダーを検索することもできます。



16

CyberLink Power2Go

参照タブ

[参照]  タブでは、コンピューター内のドライブおよびフォルダーを検索すること

ができます。このタブは Windows エクスプローラーに似ています。フォルダー

を選択すると、選択したディスク タイプに対応する形式のファイルがメディア

ペインに表示されます。

フィルター タブ

[フィルター]  タブは、データ ディスクを書き込む際に利用できます。このタブ

では、ディスクに含めるデータ ファイルの種類をフィルターすることができま

す。

[すべてのファイル]  を選択して、フォルダー内のすべてのファイルを表示しま

す。または、[カスタム ファイル]  を選択して、検索リストからファイル タイプ

を選択します。[編集]  をクリックして、フィルターするファイル拡張子のリスト

をカスタマイズします。[編集]  ボタンを選択して、フィルター リストからファ

イル拡張子を追加/削除することもできます。

メディア タブ

[メディア]  タブでは、ミュージック ディスクを作成中に、音楽ファイルを素早

く検索することができます。CyberLink メディア ライブラリー サービスによ

り、音楽は [アーティスト]、[アルバム]、[ジャンル]、[年]、[最近追加]  に分け

て表示されます。

注:CyberLink メディア ライブラリー内のフォルダーは、[環境設定]  ウィ

ンドウから設定することができます。詳細は、「音楽の環境設定」 を参照

してください。

オンライン メディア タブ

[オンライン メディア バックアップ]  タスク ウィンドウの検索ペインには [オン

ライン メディア]  タブのみが表示されます。ここから YouTube、Facebook、

Flickr、Vim eo アカウントにログインして、オンライン メディア Web サイトの

メディア ファイルを参照、バックアップすることができます。詳細は、「オン

ライン メディア バックアップ」 を参照してください。
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Power2Go のプロジェクト
新規書き込みタスク ウィンドウでディスクを作成すると、書き込みプロジェク

トは P2G 形式で保存され、後でプロジェクトを編集したり書き込みを行うこと

ができます。

プロジェクトを保存するには、メニューの [プロジェクト]  >  [保存]  または [名

前を付けて保存]  を選択します。以前作成したプロジェクトを開くには、メニュ

ーの [プロジェクト]  >  [開く]  を選択します。

Power2Go のユーザー設定
[環境設定]  では、プログラムの一時ディレクトリー、UI  言語、容量などを設定

することができます。[環境設定]  ウィンドウを開くには、メニューの [編集]  >

[環境設定]  を選択するか、新規タスク ウィンドウの  ボタンをクリックしま

す。

全般の環境設定

[全般]  タブでは、全般的な設定を行います。

一時ディレクトリー:書き込み中に一時ファイルを保存する作業ディレクト

リーを指定します。

[次回からこのメッセージを表示しない]  をすべてリセット: [リセット]  ボタ

ンをクリックすると、メッセージ ダイアログの [次回からこのメッセージを

表示しない]  チェックボックスがすべてリセットされ、デフォルト設定に戻

ります。このボタンをクリックすると、[次回からこのメッセージを表示し

ない]  が含まれるメッセージ ダイアログが再び表示されるようになります。

書き込み後にディスク ラベルを印刷する:書き込み確認ウィンドウに [ラベ

ル印刷]  ボタンを表示するには、このオプションを選択します。このボタン

をクリックすると、書き込みディスクのディスク ラベルを作成することが

できます (CyberLink LabelPrint  がインストールされている場合)。

Windows の起動時にデスクトップ書き込みガジェットを実行する:コンピュ

ーターの起動時に自動的にデスクトップ書き込みガジェットを起動します。
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ディスク書き込み時に、ディスク マネージャー ライブラリーに自動的に

ディスク情報を追加する:書き込みを行ったすべてのディスクを自動的に

ディスク マネージャー ライブラリーに追加する場合に、このオプションを

選択します。

容量の環境設定

[容量]  タブでは、CD にコンテンツを書き込む際のディスク サイズをカスタマイ

ズすることができます (700 MB 以上のディスクを使用する場合)。次の設定を行

います。

自動検出:自動的にディスクの容量を検出します。

CD-R/RW 容量のカスタマイズ:このオプションを選択して、ディスクの容

量 (分) を入力します。 
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音楽の環境設定

[音楽]  タブでは、ミュージック ディスクを作成時に音楽情報をダウンロードす

るかどうかを設定できます。CyberLink メディア ライブラリーに次のように

フォルダーを追加することもできます。

インターネットからアルバム/ディスクの情報を自動的に取得する:このオプ

ションを選択すると、音声ファイルを取り込む際に、曲およびアルバムの情

報が自動的に取得されます。

[音楽]  タブのメディア ライブラリー セクションでは、フォルダーを

CyberLink メディア ライブラリーに追加することができます。CyberLink

メディア ライブラリーは、ミュージック ディスクを作成時に検索ペインの

[メディア]  タブに表示されます。フォルダーを追加するには [追加]  ボタン

をクリックして参照、追加するフォルダーを選択し、[OK]  をクリックしま

す。このフォルダーは監視され、そこに新しい音楽が追加されると、自動的

にメディア ライブラリーに追加されます。

言語の環境設定

[言語]  タブでは、ユーザー インターフェイスの言語設定を行います。

システムのデフォルト言語を使用する:このオプションを選択すると、オペ

レーティング システムのデフォルト言語で表示されます。

ユーザー定義:このオプションを選択して、ドロップダウン リストから希望

の言語を選択します。
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ミュージック ディスク

第 3 章:

[ミュージック ディスク]  オプションでは、音楽ファイルから MP3 または WMA

CD/DVD を作成することができます。一般の CD プレーヤーで再生可能なオー

ディオ CD を作成することもできます。CUE ファイル (および関連する音声ファ

イル) をインポートして、CUE オーディオ ディスクを作成することもできま

す。

オーディオ CD または MP3/WMA

ミュージック ディスクを書き込む
オーディオ ミュージック CD または MP3/WMA ミュージック ディスクを書き

込むには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ミュージック ディスク]  オプションをクリック

し、作成するミュージック ディスクのタイプ ([オーディオ CD]、[WMA

CD]、[MP3 CD]、[WMA DVD]、[MP3 DVD] ) を選択します。[ミュージッ

ク ディスク]  ウィンドウが開きます。

2. 検索ペイン (詳細は、「検索ペインを使用する」 を参照) を使って、ディス

クに含める音楽を検索します。書き込むファイルまたはフォルダーを選択し

て、コンテンツ エリアにドラッグ＆ドロップします。

注:  ボタンをクリックして音楽ファイルを追加したり、他のボタンをク

リックしてディスク中の音楽の順番を変更したり、プレビューすることも

できます。ビデオ クリップから音声を抽出してミュージック ディスクに入

れるには、ビデオ クリップをディスクに追加します。

3. 音楽ファイルを編集したりエフェクトを追加するには  ボタンをクリック

して、CyberLink WaveEdit or*  を起動します。音声の編集に関する詳細

は、CyberLink WaveEdit or のヘルプ ファイルを参照してください。音声

ファイルの編集が完了したら、更新されたファイルはコンテンツ エリアに



22

CyberLink Power2Go

再び配置されます。

4. 必要に応じて [編集]  ボタンをクリックして、ディスクの音声を設定した

り、CD-TEXT を追加したりすることができます。オーディオ CD 作成に関

する詳細は、「オーディオ CD の環境設定」 を参照してください。MP3/

WMA ミュージック ディスク作成に関する詳細は、「MP3/WMA ディスク

の環境設定」 を参照してください。

5. ディスクに含めるコンテンツをすべて追加したら、[書き込み]  ボタンをク

リックします。

6. 必要に応じて、[全般]  および [オプション]  タブの設定を調整します (詳細

は、「Power2Go の設定」 の関連セクションを参照)。

7. ディスクへの書き込みの準備ができたら、[書き込み]  をクリックします。

注:書き込み後にコンピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書

き込み後、自動的にシャットダウンする]  オプションを選択します。

8. 書き込みが完了したら、ウィンドウに表示されるオプションのうちいずれか

を選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー*  で識別しやすくなり

ます。

注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。
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注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

オーディオ CD の環境設定
オーディオ CD を作成時に、次のオプションを設定します。

CD-TEXT を有効にする:ミュージック ディスクに関する情報を追加する場

合に、このオプションを選択します。各欄にディスクの情報を入力します。

CD の全トラックのボリュームを正規化する:CD 上の音声トラックのボリュ

ームをすべて同レベルに調整します。

トラック間に音声ギャップを挿入:トラック間に追加する無音部分の長さ

(秒) を入力します。

設定が完了したら、[OK]  をクリックしてオーディオ CD への変更内容を保存し

ます。

MP3/WMA ディスクの環境設定
オーディオ CD を作成時に、次のオプションを設定します。

品質:書き込み先の MP3/WMA の音質をドロップダウンから選択します。

Windows Media Player のプレイリストを自動的に生成する:Windows

Media Player の音楽プレイリストをディスクに書き込む場合に、このオプ

ションを選択します。

設定が完了したら、[OK]  をクリックして MP3/WMA ディスクへの変更内容を保

存します。

CUE オーディオ

ディスクを書き込む
[ミュージック ディスク]  オプションでは、CUE ファイル (および関連する音声)

をインポートして、CUE オーディオ ディスクを作成、書き込むことができま
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す。CUE ファイルは、関連する音声ファイルと他の情報のトラック順をリスト

したメタデータ ファイルです。CUE オーディオ ディスク ウィンドウにインポ

ートすると、すべての音声情報 (アルバム、アーティスト名、トラック情報など)

が自動的に読み込まれます (CUE ファイルにそれらの情報が入っている場合)。

CUE オーディオ ディスクを書き込むには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ミュージック ディスク]  オプションの [CUE オ

ーディオ ディスク]  を選択します。[CUE オーディオ ディスク]  ウィンドウ

が開きます。

2.  をクリックして、CUE ファイルをインポートします。CUE ファイル

の場所を検索・選択して、[開く]  をクリックしてインポートします。

注:CUE ファイルの関連する音声ファイルは、同じフォルダー (CUE ファイ

ル、同じファイル名) に入っているはずです。関連する音声ファイルは、

FLAC または APE 音声ファイル形式のどちらかです。

3. ディスクを挿入して、ドロップダウン リストからドライブを選択します。

4. 必要に応じて、書き込みディスクの [書き込み速度]  を選択します。選択可

能な速度は、書き込みドライブおよびディスクの品質によって異なります。

5. [コピー枚数]  に書き込みを行う枚数を入力します。

6. 書き込み処理時に、次のオプションを有効にすることができます (可能な場

合)。

[書き込みテストを行う]  を選択すると、書き込み前に書き込みテストが行わ

れます。

[書き込みデータを確認する]  を選択すると、書き込み後に書き込みデータを

確認します。

[不具合管理を有効にする]  を選択すると、ディスクの不具合を修正して、正

常に書き込みが行われます。
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7. ディスクへの書き込みの準備ができたら、[書き込み]  ボタンをクリックしま

す。

注:書き込み後にコンピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書

き込み後、自動的にシャットダウンする]  オプションを選択します。

8. 書き込みが完了したら、ウィンドウに表示されるオプションのうちいずれか

を選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー*  で識別しやすくなり

ます。

注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。
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ビデオ ディスク

第 4 章:

[ビデオ ディスク] *  オプションでは、動画ファイルを CD または DVD にメニュ

ーを付けて書き込むことができます。DVD フォルダーをディスクに書き込むこ

ともできます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

ビデオ ディスクを書き込む
新規タスクのウィンドウで [ビデオ CD (VCD) ディスク] *  または [DVD-Video

ディスク] *  オプションを選択した場合、作成ディスク ウィンドウは次のように

表示されます。
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A - ディスク コンテンツ タブ、B - メニュー環境設定タブ、C - ディスク環境設

定タブ、D - ディスク メニュー フォント プロパティー、E - ディスク メニュー

プレビュー ウィンドウ、F - ディスクに書き込み、G - ディスク メニュー プレ

ビュー、H - ディスク メニュー プロパティー、I  - メニュー ナビゲーション コ

ントロール、J - 容量表示切替、K - ディスク コンテンツ

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

ビデオ ディスクの作成および書き込み手順は、必要条件によって異なります。

[ディスク作成]  ウィンドウで実行可能な機能は、次の通りです。
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ビデオ ディスクを作成する
ビデオ ディスクを作成するには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ビデオ ディスク]  オプションをクリックします。

[ビデオ CD (VCD) ディスク]  または [DVD-Video ディスク]  オプションの

いずれかを選択して、[ディスク作成]  ウィンドウを開きます。

2.  ボタンをクリックして、ディスクに含める動画ファイルを検索、

選択します。

3. 必要に応じて、  をクリックしてインポートした動画をプレビューしま

す。

4. 必要に応じて、  をクリックして他の動画ファイルをインポートし

ます。インポートしたそれぞれの動画は、完成ディスク上では異なるタイト

ルまたはシーンになります。

5. ディスクの作成処理を完了します。詳細は、「ディスク メニューを選択/編

集する」 を参照してください。

ディスク メニューを選択/編集する
ディスクに含めるコンテンツをすべて追加したら、[メニューの環境設定]  タブを

クリックして、既存のディスク メニューを編集したり、他のディスク メニュー

テンプレートを選択したりします。

CyberLink Power2Go に搭載されるディスク メニュー テンプレートはマルチレ

イヤー構造で、次のページから構成されます。

メイン メニュー ホーム (ルート) ページ。

ディスクに個別のタイトル (動画) が付けられるシーン ページ。
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ディスク メニュー テンプレートを選択する

CyberLink Power2Go には複数のテンプレートが実装されています。テンプレ

ートには、モーションやメニュー音楽が予め設定されているものもあります。

注:完成ディスクにメニューを含めない場合は、[メニューの環境設定]  の

[メニューなし]  のテンプレートを選択します。

メニュー テンプレートを選択してプレビューします。ハイライトしたメニュー

ページのスタイルを、指定するメニュー ページに適用するには [適用]  を選択し

ます。すべてのページ (ホーム ページおよびシーン ページ) に同じスタイルを適

用する場合は、[すべてのページに適用]  を選択します。

注:  をクリックして、DirectorZone から他のディスク メニュー テンプ

レートをインポートすることもできます。

ディスク メニューのプロパティーを編集する

ディスク メニューのプロパティーの一部を編集することができます。メニュー

ナビゲーション コントロールを使って、現在のディスク メニューのデザインお

よび動作をプレビューします。

ディスク中のシーンを表示するには、  ボタンおよび他のメニュー ナビゲー

ション コントロールを使って、ディスク メニューをナビゲートします。[プレ

ビュー]  ボタンをクリックして、書き込み後の状態をプレビューします。

ディスク メニューのテキストを編集する

メニュー ページに表示されるテキスト (ボタン テキスト リンクも含む) を編集

するには、そのテキストをダブルクリックします。ディスク メニュー ウィンド

ウ上のディスク メニュー フォント プロパティーのオプションを使って、メニュ

ー テキスト スタイル、サイズ、配列を変更します。

メニュー テキストの位置を変更するには、テキストをクリックして希望する位

置にドラッグします。
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ディスク メニューの BGM を設定する

メニュー テンプレートには音楽を含むテンプレートもあります。ディスク メ

ニューのプロパティーでは、次の操作を行うことができます。

 をクリックして、メニューの BGM を変更、置き換えます。

 をクリックして、メニューから現在の BGM を削除します。

ディスク メニューの音楽を追加/編集する

ディスク メニューに BGM を追加するには、  ボタンをクリックして次の

操作を行います。

注:ディスク メニューの BGM の長さは、[再生モードの設定]  ウィンドウの

[所要時間]  に入力された時間によって異なります (使用する音楽ファイル

の長さは適用されません)。メニューの所要時間の設定に関する詳細は、

「ディスク再生モードを設定する」 を参照してください。

 ボタンをクリックして、メニューの BGM を追加または置き換えま

す。

再生コントロールで音声ファイルをトリミングし、トリミング バーのスラ

イダーを動かして開始位置および終了位置を設定します。

メニューの BGM をフェードインする場合は [フェードイン]  を、フェード

アウトする場合は [フェードアウト]  を選択します。

メニュー音楽のファイルの所要時間が指定する所要時間と異なる場合、[オ

ート リピート]  オプションを選択すると、音楽は繰り返し再生されます。

ディスク メニューのすべてのページにこの音楽を設定するには [すべてのペ

ージに適用]  を、編集中のディスク メニューにのみ適用するには [適用]  を

クリックします。

最初に再生する動画を追加する

このオプションを使って、作成ディスクに最初に再生する動画を追加します。
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ディスクをディスク プレーヤーに挿入すると、ディスク メニューが表示される

前に、この最初の動画が自動的に再生されます。この場合、再生中にナビゲー

ション ボタンは利用できません (スキップや早送りすることはできません)。市

販ディスクでは通常、この部分は著作権情報や警告メッセージが表示されます。

個人的な作品の場合には、他のビデオ クリップを利用することができます。

最初の再生クリップを設定するには、次の操作を行います。

 をクリックして、使用する動画を選択します。

 をクリックして、指定された動画を削除します。

 をクリックして、最初に再生する動画をプレビューします。

ディスク再生モードを設定する

 ボタンをクリックして、ディスクの再生方法を設定します。リストから使

用する再生モードを 1 つ選択します。

[再生モードの設定]  ウィンドウは、次のように設定します。

説明に基づいて、使用する再生モードを 1 つ選択します。ディスクをディ

スク プレーヤーに挿入した場合、または [再生]  を押した場合に、選択した

モードで再生されます。

ディスクのコンテンツを自動的に再生する場合は、[自動メニュー タイムア

ウト]  を選択します。このオプションを選択すると、指定する時間ディスク

メニューを表示し、その後ディスク コンテンツを自動的に再生します。こ

のオプションを選択しない場合、ディスク プレーヤーの [再生]  ボタンを押

すまで繰り返しメニューが表示されます。

[所要時間]  の欄に、ディスク メニューの長さ (秒) を入力します。ディスク

メニューの所要時間は、10 秒から 99 秒まで設定することができます。

注:メニューの BGM もこの所要時間になります (選択した音楽ファイルの

所要時間が設定した所要時間よりも長い場合でも)。
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各ページのボタン数を設定する

複数のタイトル/シーンを含むディスクを作成する場合、シーン メニュー ページ

に表示するサムネイル ボタンの数を選択します。[メニューの環境設定]  タブの

[各ページ ボタン数]  のドロップダウンから、表示する数を選択します。

注:各メニュー ページに表示可能なサムネイル ボタンの数は、メニュー テ

ンプレートのデザインによって異なります。 

[サムネイル インデックスの追加]  を選択して、サムネイルの番号をメニュー ペ

ージに追加します。

ディスクの環境設定を編集する
ディスクに書き込む前に、[ディスクの環境設定]  タブをクリックして、ディスク

の環境設定 (動画ファイル形式、音声形式など) を設定します。

[ディスクの環境設定]  タブで、次のオプションを設定します。

ディスク形式

ディスクの形式は、新規タスク ページ ([ビデオ CD (VCD) ディスク]  /

[DVD-Video ディスク] ) で選択したオプションの内容によって決まります。

選択したディスク形式に合わせて、ディスク容量のドロップダウン オプ

ションが表示されます。

動画/音声の設定

動画録画形式の選択:ディスクの動画録画形式および縦横比を選択します。

動画エンコード形式および画質の選択:ディスクの動画エンコード形式よび

画質を選択します。[スマート フィット]  オプションは、使用するディスク

の容量に合わせて、ビットレートを最高画質に自動調整します。

音声エンコード形式およびチャンネルの選択:ディスクの音声形式および出

力チャンネル数を選択します。

注:表示される動画/音声形式オプションは、選択したディスク形式により異

なります。
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テレビ信号方式:動画用のテレビ信号方式 (NTSC または PAL) を選択しま

す。この方式は、動画を再生する地域の形式と一致させる必要があります。

ディスクに動画を書き込む
ディスク作成プロセスの最後に、ディスクを書き込みます。ディスクの書き込み

が完了すると、ディスク プレーヤーで再生できるようになります。

注:ディスクに書き込む前に、メニューの [書き込み]  >  [設定]  (またはキー

ボードの Ct rl+ I ) を選択して、動画の設定を行います。詳細は、「動画の

設定を行う」 を参照してください。

[書き込み]  ボタンをクリックしたら、[書き込み開始]  ボタンをクリックして、

書き込み処理を開始します。

注:書き込み処理には数分かかります。処理時間は、動画の長さおよび画

質、コンピューターの処理能力によって異なります。ビデオ ディスクのレ

ンダリングが完了するまで、しばらくお待ちください。書き込み後にコン

ピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書き込み後、自動的に

シャットダウンする]  オプションを選択します。

書き込み設定を行う

初めてディスクに書き込む場合、  をクリックして書き込みの設定を行いま

す。これらの設定は、書き込みの際に毎回使用されますが、設定の変更は可能で

す。
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ディスクの消去

再書き込み可能ディスクは、コンテンツを消去し、書き換えることができます。

これにより、新しいディスクを買わずに、同じディスクを繰り返し使うことがで

きます。  ボタンをクリックすると、ディスクのコンテンツを消去します。

ディスクの消去時には、次を選択します。

[高速消去]  オプションを選択すると、ディスクに含まれるディスク イン

デックスのみが消去されます。

[完全消去]  オプションを選択すると、ディスクの内容がすべて消去されま

す。

DVD フォルダーの書き込みを行う
DVD フォルダーは、DVD のメディア コンテンツの格納用に作成されるディレ

クトリー フォルダーです。[DVD フォルダーの書き込み] *  ユーティリティー

で、DVD フォルダーを DVD ディスクに書き込みます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

DVD フォルダーの書き込みを行うには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ビデオ ディスク]  オプションをクリックします。

[DVD フォルダーの書き込み]  オプションを選択して、[DVD フォルダーの

書き込み]  ウィンドウを開きます。

2.   をクリックして、ディスクに書き込む DVD フォルダーをコンピュー

ターから選択します。

3. [ディスク名]  を入力します。

4. ディスクを挿入して、ドロップダウン リストからドライブを選択します。
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5. 必要に応じて、[書き込み速度]  および [コピー枚数]  を設定します。

6. [書き込みテストを行う]  を選択すると、書き込み前に 書き込みテスト が行

われます。

7. [書き込み]  をクリックして、書き込み処理を開始します。

注:書き込み後にコンピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書

き込み後、自動的にシャットダウンする]  オプションを選択します。

8. 書き込みが完了したら、ウィンドウに表示されるオプションを選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー*  で識別しやすくなり

ます。

注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。
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データ ディスク

第 5 章:

[データ ディスク]  では、データ ファイルを CD、DVD、ブルーレイ ディスクに

書き込むことができます。データ ファイルには、ほとんどのドキュメントまた

はデジタル ファイル種類を含めることができます。重要なコンテンツをディス

クに書き込む場合、セキュリティー保護付きデータ ディスクを作成することも

できます。

データ ディスクを作成、書き込む
データ ディスクを書き込むには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [データ ディスク]  オプションをクリックし、作成

するディスクのタイプ ([CD]、[DVD]、[ブルーレイ ディスク] ) を選択しま

す。[データ ディスク]  ウィンドウが開きます。

2. 検索ペイン (詳細は、「検索ペインを使用する」 を参照) を使って、ディス

クに含めるファイルを検索します。書き込むファイルまたはフォルダーを選

択して、コンテンツ エリアにドラッグ＆ドロップします。

注:  ボタンをクリックしてデータ ファイルを追加したり、  ボタンを

クリックしてディスクにフォルダーを作成することもできます。

3. 書き込むコンテンツをすべて追加したら、[書き込み]  ボタンをクリックしま

す。

4. 必要に応じて、[全般]  および [オプション]  タブの設定を調整します (詳細

は、「Power2Go の設定」 の関連セクションを参照)。

5. ディスクへの書き込みの準備ができたら、[書き込み]  をクリックします。

注:書き込み後にコンピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書

き込み後、自動的にシャットダウンする]  オプションを選択します。

6. 書き込みが完了したら、ウィンドウに表示されるオプションのうちいずれか
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を選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー*  で識別しやすくなり

ます。

注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

セキュリティー保護付きデータ

ディスクを書き込む
セキュリティー保護付きデータ ディスクのオプションでは、パスワード保護付

きのデータ ファイルを CD、DVD、ブルーレイ ディスクに書き込むことができ

ます。

ファイル名を暗号化して、セキュリティー保護付きのデータ ディスクを作成す

ることもできます。暗号化されたファイル名は、正しいパスワードを入力しない

限り非表示になります。セキュリティー保護するファイルは、データ ディスク

のすべてのファイルまたは一部のファイルから選択できます。

セキュリティー保護付きのデータ ディスクを書き込むには、次の操作を行いま

す。
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1. 新規タスク ウィンドウの [データ ディスク]  オプションをクリックし、作成

するディスクのタイプ ([CD]、[DVD]、[ブルーレイ ディスク] ) を選択しま

す。[データ ディスク]  ウィンドウが開きます。

2.  ボタンをクリックします。

3. セキュリティーレベルの選択: [セキュリティー保護 (128 ビット)]  または

[高度なセキュリティー保護 (256 ビット)]  から選択します。

4. セキュリティー保護付きデータ ディスクの [パスワード]  を入力します。

[パスワードの確認]  でもう一度パスワードを入力します。パスワードを忘れ

た場合用に、[パスワード リマインダー]  を入力します。

5. ディスク内のファイル名を暗号化する場合は [ディスクのファイル名を非表

示にする]  を選択します。

6. [OK]  をクリックします。コンテンツ エリアは 2 つのセクションに分割され

ます。

7. 検索ペイン (詳細は、「検索ペインを使用する」 を参照) を使って、ディス

クに含めるファイルを検索します。書き込むファイルまたはフォルダーを選

択して、セキュリティー保護データ エリア (ピンク表示) または非セキュリ

ティー保護データ エリア (ブルー表示) にドラッグ＆ドロップします。

注:  ボタンをクリックして、データ ファイルを追加したり、  ボタン

をクリックして、選択したディスク エリアにフォルダーを作成することも

できます。

8. 書き込むコンテンツをすべて追加したら、[書き込み]  ボタンをクリックしま

す。

9. 必要に応じて、[全般]  および [オプション]  タブの設定を調整します (詳細

は、「Power2Go の設定」 の関連セクションを参照)。

10. ディスクへの書き込みの準備ができたら、[書き込み]  をクリックします。
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注:書き込み後にコンピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書

き込み後、自動的にシャットダウンする]  オプションを選択します。

11. 書き込みが完了したら、ウィンドウ ボックスに表示されるオプションのう

ちいずれかを選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー*  で識別しやすくなり

ます。

注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

セキュリティー保護付きディスクのコン

テンツを表示する
セキュリティー保護付きディスクにデータを書き込むと、CyberLink セキュリ

ティー ブラウザーでディスクのコンテンツを表示することができます。

1. セキュリティー付きデータ ディスクをディスク ドライブに挿入すると、パ

スワード入力画面が表示されます。
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注:セキュリティー保護付きデータ ディスクを挿入しても、CyberLink セ

キュリティー ブラウザーが自動的に起動しない場合は、Windows エクス

プローラーでディスクを検索し、ドライブ内のディスクをダブルクリック

して、手動で起動してください。

2. パスワードを入力して [OK]  をクリックすると、CyberLink セキュリティー

ブラウザーが表示されます。

注:ディスクの作成時に [ディスクのファイル名を非表示にする]  を選択し

た場合、リスト ビュー内のセキュリティー保護フォルダーをダブルクリッ

クして、ファイルを表示します。

3. CyberLink セキュリティー ブラウザーで実行可能な機能は、次の通りで

す。

 をクリックして、ファイルをデフォルトのプログラムで表示します。

ディスクからファイルを抽出してコンピューターに保存するには、ファイル

を選択して  をクリックします。

注:セキュリティー保護付きデータ ディスクに複数のサブフォルダーが含ま

れる場合、  をクリックして前のフォルダーに移動します。
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ファイルを検索するには、  をクリックします。ファイル名またはフォル

ダー名の一部またはすべてを入力します。検索中に、[サイズ]  をクリックし

て指定するサイズのファイルを表示するか、[更新日]  をクリックして指定す

る日に作成または変更されたファイルを表示することもできます。

注:CyberLink セキュリティー ブラウザー内のアイテムの表示を変更する

には、  をクリックします。
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フォト ギャラリー ディスク

第 6 章:

[フォト ギャラリー ディスク] *  オプションでは、画像を使ってスライドショー

を作成することができます。スライドショーは、スタンドアロンのフォト ショ

ーケース アプリケーションとして CD、DVD、ブルーレイ ディスクに書き込ま

れます。フォト ギャラリーは、ビューアーがインストールされているコンピュ

ーターで実行することができます。ディスクに画像の説明や外部の URL を追記

することもできます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

フォト ギャラリー

ディスクを作成、書き込む
1 枚のフォト ギャラリー ディスクに 1 つ以上のアルバムを作成することができ

ます。

フォト ギャラリー ディスクを作成、書き込むには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [フォト ギャラリー ディスク]  オプションをク

リックし、作成するディスクのタイプ ([CD]、[DVD]、[ブルーレイ ディス

ク] ) を選択します。[フォト ギャラリー ディスク]  ウィンドウが開きます。

2. [ディスクの内容]  ペインで、必要に応じてディスクに表示されるフォト ア

ルバムの名前を入力します。

3. 検索ペイン (詳細は、「検索ペインを使用する」 を参照) を使って、ディス

クに含める画像を検索します。書き込む画像を選択して、コンテンツ エリ

アにドラッグ＆ドロップします。  ボタンをクリックすると、サムネイル

ビューになり、画像が検索しやすくなります。
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注:  ボタンをクリックして、画像を追加することもできます。画像を追

加する前に、[ディスクの内容]  ペインで特定のアルバムを選択してくださ

い。

4. アルバムに他の画像を追加するには、前の 2 つの手順を繰り返します。

ボタンをクリックして、ディスクに新しいアルバムを作成することもできま

す。

5. 必要に応じて [編集]  ボタンをクリックして、ギャラリーのタイトル、背景

画像などを設定します。詳細は、「フォト ギャラリー ディスクの環境設

定」 を参照してください。

6. ディスクに含める画像をすべて追加したら、[書き込み]  ボタンをクリックし

ます。

7. 必要に応じて、[全般]  および [オプション]  タブの設定を調整します (詳細

は、「Power2Go の設定」 の関連セクションを参照)。

8. ディスクへの書き込みの準備ができたら、[書き込み]  をクリックします。

注:書き込み後にコンピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書

き込み後、自動的にシャットダウンする]  オプションを選択します。

9. 書き込みが完了したら、ウィンドウ ボックスに表示されるオプションのう

ちいずれかを選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー*  で識別しやすくなり

ます。
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注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

フォト ギャラリー ディスクの環境設定
フォト ギャラリー ディスクを作成時に、次のオプションを設定します。

ギャラリー タイトル:フォト ギャラリーのタイトルを入力します。タイトル

は、書き込み後にディスク上に表示されます。

カスタム ロゴ: [カスタム ロゴ]  ボタンをクリックして、フォト ギャラリー

で使うロゴを次のようにカスタマイズします。

フォト ギャラリーにロゴを追加しない:作成するフォト ギャラリーにロ

ゴを追加しない場合に、このオプションを選択します。

フォト ギャラリーにロゴを追加する:作成するフォト ギャラリーにロゴ

を追加する場合に、このオプションを選択します。  ボタンをクリッ

クして、ロゴとして使用する画像を選択します (CyberLink のロゴと置き

換えられます)。

ロゴに URL リンクを追加する:ロゴに URL リンクを追加する場合に、こ

のオプションを選択します。選択したら、URL のアドレスを入力します

(ht t p: / / )。フォト ギャラリーのロゴをクリックすると、指定した URL

に移動します。

[OK]  をクリックして、変更内容を保存します。

スライドショー速度:スライドショーの各スライドの表示時間 (秒) を入力し

ます。

背景画像: [変更]  ボタンをクリックして、フォト ギャラリーの背景に使われ
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る画像を設定します。デフォルトの画像にギャラリー ディスクに合ったも

のがない場合、[参照]  ボタンをクリックして、自分のカスタム画像を使用し

ます。

EXIF 情報を表示する:フォト ギャラリー ディスクに画像の詳細を表示する

には、このオプションを選択します (EXIF 対応のデジタル カメラで撮影し

た場合)。

BGM を追加する:フォト ギャラリー ディスクに BGM を追加するには、こ

のオプションを選択し、[参照]  をクリックして使用する音楽ファイルを選択

します。

エディターズ ノートを含める:フォト ギャラリー ディスクにメモや説明を

含めるには、このオプションを選択し、[編集]  をクリックして、[タイトル]

および [コンテンツ]  を入力します。

外部 URL を含める:フォト ギャラリー ディスクに Web サイトのリンクを

含めるには、このオプションを選択し、[編集]  をクリックして、Web サイ

トの [名前]  および URL (ht t p: / / ) を入力します。

フォト ギャラリーの完成内容を表示するには、 [プレビュー]  ボタンをク

リックします。[エクスポート]  をクリックすると、ハード ドライブにスタ

ンドアロンのフォト ギャラリー アプリケーション (フォルダー) が作成され

ます。

設定が完了したら、[OK]  をクリックしてフォト ギャラリー ディスクへの変更内

容を保存します。
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フォト ギャラリー

ディスクを表示する
完成したフォト ギャラリー ディスクを、コンピューターのディスク ドライブに

挿入します。フォト ギャラリー ビューアーが起動し、自動的にディスクが再生

されます。

ディスクが自動的に再生されない場合、またはドライブにアプリケーションをエ

クスポートした場合は、ディスク/ハード ドライブの CL_Gallery.exe をダブル

クリックして、フォト ギャラリーを再生します。
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オンライン メディア

バックアップ

第 7 章:

[オンライン メディア バックアップ] *オプションを使うと、YouTube、

Facebook、Flickr、Vim eo のメディアにアクセスし、コンピューターのハード

ドライブにダウンロードすることができます。このメディアを直接 CD、DVD、

ブルーレイ ディスクに書き込んで、バックアップすることもできます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

オンライン

メディアをディスクにバックアッ

プする
オンライン メディアをディスクにバックアップするには、次の操作を行いま

す。

1. 新規タスクウィンドウの [オンライン メディア バックアップ]  オプションを

クリックし、使用するディスクのタイプ ([CD にバックアップ]、[DVD に

バックアップ]、[ブルーレイ ディスクにバックアップ] ) を選択します。[オ

ンライン メディア バックアップ]  ウィンドウが開きます。

2. 検索ペインで、メディアをバックアップするオンライン メディアの Web サ

イトを選択します。次のオプションを設定します。

注:ウィンドウ左上の検索フィールドにキーワードを入力して、YouTube お

よび Vim eo の特定の動画を検索することもできます。

YouTube:このオプションをクリックして、YouTube の動画を参照、バック
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アップします。[お気に入り]、[プレイリスト]、[登録チャンネル]、[マイ

ビデオ]  オプションを選択する前に YouTube アカウントにログインして、

CyberLink Power2Go にアクセス許可を与える必要があります。[おすす

め]  と [再生回数が多い]  オプションは、ログインの必要はありません。

Facebook:このオプションをクリックして、Facebook アカウントの画像と

動画を参照、バックアップします。続行する前に Facebook アカウントに

ログインして、CyberLink Power2Go にアクセス許可を与える必要があり

ます。メディア ペインの [画像]  タブをクリックして、画像を表示します。

[動画]  タブをクリックして、Facebook の動画にアクセスします。

Flickr:このオプションをクリックして、Flickr アカウントの画像を参照、

バックアップします。続行する前に Flickr アカウントにログインして、

CyberLink Power2Go にアクセス許可を与える必要があります。

Vim eo:このオプションをクリックして、Vim eo の動画を参照、バックアッ

プします。続行する前に Vim eo アカウントにログインして、CyberLink

Power2Go にアクセス許可を与える必要があります。

注:動画/画像をダブルクリックすると、デフォルトの Web ブラウザーで表

示されます。

3. バックアップするメディアを選択して、コンテンツ エリアにドラッグ＆ド

ロップします。

注:  ボタンをクリックしてメディアを追加したり、  ボタンをクリック

してディスクにフォルダーを作成することもできます。Facebook と Flickr

のフォト アルバムは、ディスクには追加できません。メディア ペインから

アルバムをダブルクリックして、個々の画像にアクセスする必要がありま

す。

4. 動画をバックアップする場合、コンテンツ エリアのビデオ サムネイルを右

クリックして、[解像度]  を選択します。次に、ディスクに書き込まれる動画

の解像度とファイル形式を選択します。  ボタンをクリックしてリスト

ビューに切り替えると、解像度、ファイル形式などがコンテンツ エリアに

表示されます。
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注:動画の解像度は、バックアップする動画ファイルの元の画質によって異

なります。

5. 書き込むコンテンツをすべて追加したら、[書き込み]  ボタンをクリックしま

す。

6. 必要に応じて [全般]、[オプション]、[ダウンロード]  タブの設定を調整しま

す (詳細は、「Power2Go の設定」 の関連セクションを参照)。

7. ディスクへの書き込みの準備ができたら、[書き込み]  をクリックします。

注:書き込み後にコンピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書

き込み後、自動的にシャットダウンする]  オプションを選択します。

8. 書き込みが完了したら、ウィンドウに表示されるオプションのうちいずれか

を選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャーで識別しやすくなりま

す。

注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。
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オンライン メディアをハード

ドライブにダウンロードする
オンライン メディアをコンピューターのハード ドライブにダウンロードするに

は、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [オンライン メディア バックアップ]  オプション

の [HDD にダウンロード]  を選択します。[オンライン メディア バックアッ

プ]  ウィンドウが開きます。

2. 検索ペインで、メディアをダウンロードするオンライン メディアの Web サ

イトを選択します。次のオプションを設定します。

注:ウィンドウ左上の検索フィールドにキーワードを入力して、YouTube お

よび Vim eo の特定の動画を検索することもできます。

YouTube:このオプションをクリックして、YouTube の動画を参照、ダウン

ロードします。[お気に入り]、[プレイリスト]、[登録チャンネル]、[マイ

ビデオ]  オプションを選択する前に YouTube アカウントにログインして、

CyberLink Power2Go にアクセス許可を与える必要があります。[おすす

め]  と [再生回数が多い]  オプションは、ログインの必要はありません。

Facebook:このオプションをクリックして、Facebook アカウントの画像と

動画を参照、ダウンロードします。続行する前に Facebook アカウントに

ログインして、CyberLink Power2Go にアクセス許可を与える必要があり

ます。メディア ペインの [画像]  タブをクリックして、画像を表示します。

[動画]  タブをクリックして、Facebook の動画にアクセスします。

Flickr:このオプションをクリックして、Flickr アカウントの画像を参照、ダ

ウンロードします。続行する前に Flickr アカウントにログインして、

CyberLink Power2Go にアクセス許可を与える必要があります。

Vim eo:このオプションをクリックして、Vim eo の動画を参照、ダウンロー

ドします。続行する前に Vim eo アカウントにログインして、CyberLink

Power2Go にアクセス許可を与える必要があります。
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注:動画/画像をダブルクリックすると、デフォルトの Web ブラウザーで表

示されます。

3. ダウンロード するメディアを選択して、コンテンツ エリアにドラッグ＆ド

ロップします。

注:  ボタンをクリックして選択したメディアを追加したり、  ボタンを

クリックしてコンピューターのハード ドライブのダウンロード フォルダー

に新しいフォルダーを作成したりすることもできます。Facebook と Flickr

のフォト アルバムは、コンテンツ エリアに追加できません。個々の画像に

アクセスするには、メディア ペインのアルバムをダブルクリックする必要

があります。

4. 動画をダウンロードする場合、コンテンツ エリアのビデオ サムネイルを右

クリックして、[解像度]  を選択します。次に、ダウンロードする動画の解像

度とファイル形式を選択します。  ボタンをクリックするとリスト ビュー

になり、コンテンツ エリアに解像度、ファイル形式などが表示されます。

注:動画の解像度は、ダウンロードする動画ファイルの元の画質によって異

なります。

5. 書き込むコンテンツをすべて追加したら、[ダウンロード]  ボタンをクリック

します。

6. 必要に応じて、 [ダウンロード]  タブの設定を調整します (詳細は、

「Power2Go の設定」 の関連セクションを参照)。

7. ダウンロードの準備ができたら、[ダウンロード]  をクリックします。

8. ダウンロードが完了したら、ウィンドウに表示されるオプションのうちいず

れかを選択します。

[完了]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

[フォルダーを開く]  をクリックして、メディア ファイルがダウンロードさ

れたハード ドライブのフォルダーを開きます。
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システム リカバリー

第 8 章:

CyberLink Power2Go の システム リカバリー*  は、ウイルス、システム ク

ラッシュ、ハード ディスクの故障などからコンピューターやデータを保護する

ための、システム バックアップや復元を行うためのアプリケーションです。

CyberLink Power2Go を使って、システム リカバリー ディスク (Windows の

OS およびコンピューター内のすべてのデータ ファイルをバックアップ) を作成

することができます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

システム リカバリー

ディスクの書き込みを行う
コンピューターをバックアップして、システム リカバリー ディスクの書き込み

を行うには、次の操作を行います。

Windows 8 用の Windows アセスメント & デプロイメント キット (ADK) をイ

ンストールする

システム リカバリー ディスクの書き込みを行う前に、Windows 8 用の

Windows アセスメント & デプロイメント キット (ADK) をダウンロード、イン

ストールします。 

1. Windows 8 用の Windows アセスメント & デプロイメント キット (ADK)

をダウンロードします。http://www.microsoft.com/en-us/download/

details.aspx?id=30652

2. Windows ADK をインストールします。

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=30652
http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=30652
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注:ADK の保存先が検出できない場合は、[リカバリー ディスクの書き込

み]  の最後のステップで < Program  Files> \ Windows Kit s\ 8.0

\ Assessm ent  and Deploym ent  Kit s\ Windows Preinstallat ion

Environm ent \ am d64\ en-us\ winpe.wim  を選択してください。

Windows 7/Vist a /XP 用の Windows 自動インストール キット (AIK) をインス

トールする

システム リカバリー ディスクの書き込みを行う前に、Windows 自動インスト

ール キット (AIK) をダウンロード、インストールします。

1. Windows 7 用の Windows 自動インストール キット (AIK) をダウンロード

します。これは、Vista および XP でも実行可能です。http://www.

microsoft.com/DOWNLOADS/details.aspx?familyid=696DD665-9F76-

4177-A811-39C26D3B3B34&displaylang=en

2. ダウンロードした .iso ファイルを DVD ディスクに書き込むか、仮想ドライ

ブでダウンロードした .iso ファイルをマウントします。

3. Windows AIK をインストールします。

4. 変更は Power2Go を再起動した後に有効になります。

注:AIK の保存先が検出できない場合は、[リカバリー ディスクの書き込み]

の最後のステップで < Program  Files> \ Windows

AIK\ Tools\ PETools\ am d64\ winpe.wim  を選択してください。

システム リカバリー ディスクの書き込みを行う

1. 新規タスク ウィンドウの [システム リカバリー]  オプションの [リカバリー

ディスクの書き込み]  を選択します。[リカバリー ディスクの書き込み]

ウィンドウが開きます。

2. [次へ]   ボタンをクリックして、次の手順に進みます。

3. 必要に応じて、上のドロップダウンから書き込みドライブを選択します。

http://www.microsoft.com/DOWNLOADS/details.aspx?familyid=696DD665-9F76-4177-A811-39C26D3B3B34&displaylang=en
http://www.microsoft.com/DOWNLOADS/details.aspx?familyid=696DD665-9F76-4177-A811-39C26D3B3B34&displaylang=en
http://www.microsoft.com/DOWNLOADS/details.aspx?familyid=696DD665-9F76-4177-A811-39C26D3B3B34&displaylang=en
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4. [ディスク タイプ]  のドロップダウンから、Windows のファイルおよびデー

タをバックアップするディスク タイプを選択します。

注:ディスク タイプは、コンピューターに接続される書き込みドライブと使

用する光学ディスクに基づいて選択します。

5. [バックアップ メモ]  に、リカバリー ディスクに記録するメモ (コンピュー

ター名やバックアップ日など) を入力します。

6. [バックアップを開始]  ボタンをクリックして、コンピューターのバックアッ

プとシステム リカバリー ディスクの書き込みを行います。システム リカバ

リー ディスクに 2 枚以上のディスクが必要な場合は、次のディスクを入れ

るようダイアログが表示されます。

7. ウィザードに従ってバックアップ処理を完了します。完了したら [完了]  を

クリックします。

コンピューターを復元する
システム リカバリー ディスクからコンピューターを復元するには、次の操作を

行います。

1. コンピューターのディスク ドライブに 1 枚目のシステム リカバリー ディ

スクを入れます。

2. コンピューターを復元します。

3. コンピューターが再起動すると、システム リカバリーの復元ウィザードが

表示されます。

4. [次へ]  ボタンをクリックして、[開始]  をクリックして復元を開始します。

5. ウィザードの手順に従ってコンピューターの復元を行います。



58

CyberLink Power2Go

6. 復元が完了したら、[シャットダウン]  をクリックしてコンピューターの電源

を切るか、 [再起動]  をクリックして Windows を再起動します。

注:コンピューターを再起動する場合は、ディスク ドライブからシステム

リカバリー ディスクを取り出してください。
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ディスク コピー

第 9 章:

[ディスク コピー]  では、ディスクのコピーを行うことができます。ただし、コ

ピー元のディスク タイプと同じブランク ディスクを使用する必要があります。

例えば、CD のコンテンツを DVD にコピーすることはできません。[ディスク

コピー]  では、ディスク イメージの保存または書き込みを行うこともできます。

注:コピー保護がされていたり、エラーが含まれるディスクは、内容がコピ

ーできない可能性があります。

ディスクをコピーする
ディスク中のすべてのコンテンツをコピーして別のディスクに書き込むことがで

きます。この機能は、Power2Go フル プログラム モードおよびデスクトップ書

き込みガジェットのどちらでも実行することができます。ただし、[ディスク コ

ピー]  ウィンドウを開く最初の手順は多少異なります。

ディスクをコピーするには、次の操作を行います。

1. [ディスク コピー]  ウィンドウは、次のように開きます。

Power2Go フル プログラム モードでは、新規タスク ウィンドウの [ディス

ク コピー]  オプションを選択して、[ディスク コピー]  を選択します。 

デスクトップ書き込みガジェットでは、  ボタンをクリックして [ディス

ク コピー]  ガジェットを表示し、  をクリックして [ディスク コピー]

ウィンドウを表示します。

2. [読み取り元]  および [書き込み先]  のドロップダウンから、読み取りドライ

ブおよび書き込みドライブを選択します。

3. 各ディスクの [読み取り速度]  および [書き込み速度]  を選択します。選択可

能な速度は、書き込みドライブおよびディスクの品質によって異なります。

4. [読み取りエラーを無視する]  を選択すると、エラーが発生してもディスクの
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コピーを続行します。

5. [ハード ディスクにコピーする]  オプションを選択すると、コンピューター

のハード ドライブにもディスクのコピーが保存されます (可能な場合)。

6. [ディスク全体をコピーする]  を選択すると、ディスク全体のコンテンツが書

き込み先のディスクにコピーされます。

7. [コピー枚数]  に書き込みを行う枚数を入力します。

8. 書き込み処理時に、次のオプションを有効にすることができます (可能な場

合)。

[書き込みテストを行う]  を選択すると、書き込み前に書き込みテストが行わ

れます。

[書き込みデータを確認する]  を選択すると、書き込み後に書き込みデータを

確認します。

[不具合管理を有効にする]  を選択すると、ディスクの不具合を修正して、正

常に書き込みが行われます。

9. [コピー]  をクリックすると、コピーおよび書き込み処理を開始します。

10. 書き込みが完了したら、ウィンドウに表示されるオプションを選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー*  で識別しやすくなり

ます。
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注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

ディスク イメージを保存する
[ディスク イメージの保存]  は、ディスクのバックアップをコンピューターのハ

ード ドライブに取る場合に役立ちます。

ディスク イメージを保存するには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ディスク コピー]  オプションの [ディスク イメ

ージの保存]  を選択します。

2. ディスクをディスク ドライブに挿入します。必要に応じて、[読み取り元]

ドロップダウンから読み取りドライブを選択します。

3. [読み取りエラーを無視する]  を選択すると、エラーが発生してもディスクの

コピーを続行します。

4. [ディスク全体をコピーする]  を選択すると、イメージ ファイルのディスク

全体のコンテンツを保存します。

5.  をクリックして、イメージを保存するフォルダーを指定し、必要に応

じてイメージ ファイル名を入力します。

6. [保存の種類]  ドロップダウンから、イメージ ファイルの形式 (P2I  または

ISO) を選択します。

7. [保存]  をクリックして、ディスク イメージを保存します。

8. 保存が完了したら、ウィンドウに表示されるオプションを選択します。
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[ログの表示]  をクリックして、ログを表示します。デフォルトのテキスト

エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示されます。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

ディスク イメージを書き込む
ディスク イメージは、ディスクのコンテンツおよびファイルの構造を複製した

コンピューター内のファイルです。CyberLink Power2Go を使うと、ディスク

イメージ (ISO、P2I、RDF 形式) をディスクに書き込むことができます。

注:CyberLink ISO ビューアーを使って、イメージ ファイルのコンテンツ

を表示することができます。詳細は、「CyberLink ISO ビューアーを使用

する」 を参照してください。

ディスク イメージを書き込むには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ディスク コピー]  オプションの [ディスク イメ

ージの書き込み]  を選択します。

2.  をクリックして、読み取り元のディスク イメージを選択します。

3. ディスクを挿入して、[書き込み先]  のドロップダウンからドライブを選択し

ます。

4. ディスクの [書き込み速度]  を選択します。選択可能な速度は、書き込みド

ライブおよびディスクの品質によって異なります。

5. [コピー枚数]  に書き込みを行う枚数を入力します。

6. 書き込み処理時に、次のオプションを有効にすることができます (可能な場

合)。

[書き込みテストを行う]  を選択すると、書き込み前に書き込みテストが行わ

れます。

[書き込みデータを確認する]  を選択すると、書き込み後に書き込みデータを

確認します。
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[不具合管理を有効にする]  を選択すると、ディスクの不具合を修正して、正

常に書き込みが行われます。

7. [書き込み]  をクリックして、書き込み処理を開始します。

注:書き込み後にコンピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書

き込み後、自動的にシャットダウンする]  オプションを選択します。

8. 書き込みが完了したら、ウィンドウに表示されるオプションを選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー*  で識別しやすくなり

ます。

注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。
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ディスク ユーティリティー

第 10 章:

CyberLink Power2Go はディスクへの書き込み機能に加え、ディスクを管理す

るユーティリティーが搭載されています。ディスク マネージャーによる書き込

みディスクのライブラリー、再書き込み可能ディスクの消去、ミュージック CD

から音声の取り込み、音声ファイルのファイル形式変換などを行うことができま

す。[ディスク ユーティリティー]  ウィンドウでは、ミックス ディスクや仮想ド

ライブの機能にもアクセスすることができます。

ディスクを消去する
再書き込み可能ディスクの場合、以前に記録された内容を消去することができま

す。これにより、新しいディスクを買わずに、同じディスクを繰り返し使うこと

ができます。 

ディスクを消去するには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ディスク ユーティリティー]  オプションの [ディ

スクの消去]  を選択します。

2. ディスクを挿入して、ドロップダウンから [書き込みドライブ]  を選択しま

す。

3. 次の消去方法のいずれかを選択します。

高速消去:  ディスクのインデックスを消去します。

完全消去:ディスクに含まれるすべてのコンテンツを消去します。

4. [消去]  をクリックして、消去処理を開始します。

音声を取り込む
[音声の取り込み]  機能は、オーディオ CD の音声トラックを APE、FLAC、

MP3、WAV、WMA 形式でハード ドライブにコピーします。
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音声ファイルをハード ドライブに取り込むには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ディスク ユーティリティー]  オプションの [音声

の取り込み]  を選択します。

2. ディスクを挿入して、[読み取り元]  ドロップダウンからドライブを選択しま

す。

注:新しいディスクを挿入したり、別のドライブに変更する場合は、

をクリックして、最新情報が表示されていることを確認してください。

3. ハード ドライブにコピーする音声トラックを選択します。

4.  ボタンをクリックして、音声トラックの書き込み先フォルダーを指定

します。

5. [設定]  セクションで、出力する音声ファイルの [形式]  および [品質]  を設定

します。

6. [実行]  をクリックして、ファイルを取り込んでコンピューターにコピーしま

す。

音声ファイルを変換する
[オーディオ コンバーター]  ユーティリティーを使うと、音声ファイルを他の音

声形式に変換することができます。音声を他の音質で出力したり、ビデオ ク

リップから音声を抽出することもできます。

音声ファイルを変換するには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ディスク ユーティリティー]  オプションの [オー

ディオ コンバーター]  を選択します。

2.  をクリックして、変換元のファイルを選択します。[開く]  をクリックし

て、[オーディオ ファイル コンバーター]  ウィンドウにファイルを追加しま

す。
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3.  ボタンをクリックして、変換する音声ファイルの書き込み先を指定し

ます。

4. [設定]  セクションで、変換するファイルの [形式]  および [品質]  を設定しま

す。

5. [実行]  をクリックして、音声ファイルを変換してコンピューターに保存しま

す。

ミックス ディスクを書き込む
[ディスク ユーティリティー]  ウィンドウから、ミックス ディスク (CD Ext ra お

よび ミックス モード CD) を書き込むことができます。ミックス ディスクに

は、異なる種類のメディア コンテンツ (データ ファイルやオーディオ CD) を同

じディスクに書き込むことができます。

[CD Ext ra]  を使うと、データ ファイルを含むオーディオ CD を作成することが

できます。[ミックス モード CD]  を使うと、オーディオ CD 形式の音声ファイ

ルを含むデータ CD を作成することができます。これらのディスクは、再生ソフ

トウェアで音楽が再生でき、通常のデータ ディスクのようにデータ ファイルを

表示することもできます。

CD Extra/ミックス モード CD

を書き込む
CD Ext ra またはミックス モード CD ディスクを書き込むには、次の操作を行い

ます。

1. 新規タスク ウィンドウの[ディスク ユーティリティー]  オプションの [CD

Ext ra]  または [ミックス モード CD]  を選択します。CD Ext ra/ミックス モ

ード CD ウィンドウが開きます。

2. [CD Ext ra]  ディスクを作成するには、次の操作を行います。

音声ファイルを中段のペインにドラッグ＆ドロップします。このペインに
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フォルダーをドラッグすると、フォルダー中のファイルは追加されますが、

ディスクにフォルダーは作成されません。

データ ファイルおよびフォルダーを下段のペインにドラッグ＆ドロップし

ます。このペインにフォルダーをドラッグすると、ディスクにフォルダーが

作成されます。

注:音楽ファイルをデータ ペインに追加すると、データ ファイルとして読

み込まれるため、CD プレーヤーで再生することはできません。

3. [ミックス モード CD]  を作成するには、次の操作を行います。

データ ファイルおよびフォルダーを中段のペインにドラッグ＆ドロップし

ます。このペインにフォルダーをドラッグすると、ディスクにフォルダーが

作成されます。

音声ファイルを下段のペインにドラッグ＆ドロップします。このペインに

フォルダーをドラッグすると、フォルダー中のファイルは追加されますが、

ディスクにフォルダーは作成されません。

注:  ボタンをクリックしてファイルを追加したり、他のボタンをクリッ

クしてディスク中の音楽の順番を変更したり、プレビューすることもでき

ます。

4. 音声ファイルを編集したりエフェクトを追加するには、  ボタンをクリック

して、CyberLink WaveEdit or*  を起動します。音声の編集に関する詳細

は、CyberLink WaveEdit or のヘルプ ファイルを参照してください。音声

ファイルの編集が完了したら、更新されたファイルはコンテンツ エリアに

再び配置されます。

5. 必要に応じて [編集]  ボタンをクリックして、CD-TEXT の追加、音声の正規

化などを行います。環境設定に関する詳細は、「オーディオ CD の環境設

定」 を参照してください。

6. ディスクに含めるコンテンツをすべて追加したら、[書き込み]  ボタンをク

リックします。

7. 必要に応じて、[全般]  または [オプション]  タブの設定を調整します (詳細
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は、「Power2Go の設定」 の関連セクションを参照)。

8. ディスクへの書き込みの準備ができたら、[書き込み]  をクリックします。

注:書き込み後にコンピューターを自動的にシャットダウンする場合は、[書

き込み後、自動的にシャットダウンする]  オプションを選択します。

9. 書き込みが完了したら、ウィンドウに表示されるオプションを選択します。

[ログの表示]  リンクをクリックして、書き込みログを表示します。デフォル

トのテキスト エディター (ログの表示および保存が可能) に、ログが表示さ

れます。

[ラベル印刷]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを

作成します (コンピューターにプログラムがインストールされている場合)。

[ラベルのキャプチャー]  をクリックして、スナップショットを取得します。

書き込みを行ったディスクをディスク マネージャー*  で識別しやすくなり

ます。

注:CyberLink LabelPrint  でディスク ラベルを印刷する場合、作成したラ

ベルは自動的にディスク マネージャーにインポートされるため、キャプ

チャーする必要はありません。ラベル スナップショット編集に関する詳細

は、「ディスク ラベルのスナップショット」 を参照してください。

[OK]  をクリックして、ウィンドウを閉じます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。
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Power2Go 仮想ドライブ
The Power2Go の仮想ドライブは、ディスク イメージ ファイルをマウントし

て、コンピューターの実際のディスク ドライブと同様にアクセスすることがで

きます。

ディスク イメージをマウントする
Power2Go 仮想ドライブでディスク イメージをマウントするには、次の操作を

行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ディスク ユーティリティー]  オプションの [仮想

ドライブ]  を選択します。[仮想ドライブ]  ウィンドウが開きます。

2. [仮想ドライブを有効にする]  オプションを選択します。

3. [イメージの場所]  の  をクリックして、マウントするイメージの場所

を選択します。CyberLink Power2Go は、ISO、P2I  (Power2Go イメー

ジ)、RDF の形式に対応しています。

4. [ドライブ名]  のドロップダウンから、マウントするディスク イメージのド

ライブ名を指定します。Windows エクスプローラーでは、指定したドライ

ブ名で表示されます。

5. [OK]  をクリックして、ドライブをマウントします。Windows エクスプロ

ーラーで表示される他のディスクと同様、ディスク イメージが利用できる

ようになります。

注:コンピューターを再起動しても、仮想ドライブを無効にするまで、ディ

スク イメージはドライブとしてマウントされた状態となります。



71

ディスク ユーティリティー

マウントしたディスク

イメージを無効にする
マウントしたディスク イメージを無効にするには、次の操作を行います。

1. 新規タスク ウィンドウの [ディスク ユーティリティー]  オプションの [仮想

ドライブ]  を選択します。[仮想ドライブ]  ウィンドウが開きます。

2. [仮想ドライブを無効にする]  オプションを選択します。

3. [OK]  をクリックします。
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ディスク マネージャーを使用する
ディスク マネージャー*  は、CyberLink Power2Go 9 を使って作成、書き込み

を行った全ディスクのライブラリーです。書き込みタスクの終了後、これらの

ディスクは自動的にインポートされます。前に書き込みを行ったディスクを、

ディスク マネージャー ライブラリーにインポートすることもできます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

新規タスク ウィンドウの [ディスク ユーティリティー]  オプションの [ディスク

マネージャー]  を選択して、ディスク マネージャーを開きます。ディスク マネ

ージャー ウィンドウにラベル スナップショットが表示されると、書き込みディ

スクをさらに簡単に探すことができます。

ディスク マネージャー ライブラリーでディスクを検索するには、ウィンドウ左

のタグを選択して、ディスクをフィルターにかけます。ウィンドウ左上の検索

フィールドにキーワードを入力して、ディスクまたはファイルを検索することも

できます。
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ディスクを右クリックして [ディスク情報]  を選択すると、ディスク作成時の情

報などが表示されます。ディスクに書き込まれたコンテンツをライブラリーに表

示するには、それをダブルクリックして、ファイルを表示します。ディスク中の

ファイルを表示する場合、ディスクをディスク ドライブに挿入してから、ファ

イルをダブルクリックします。

ディスク

ライブラリーにディスクを手動でインポ

ートする
ディスク マネージャーでは、CyberLink Power2Go の以前のバージョンで作成

したディスクや他のプログラムで書き込んだディスクをインポートすることがで

きます。 

ディスク マネージャー ライブラリーにディスクをインポートするには、次の操

作を行います。

1. ディスク マネージャーの  をクリックします。[ディスクのインポート]

ウィンドウが開きます。

2. インポートするディスクをディスク ドライブに挿入して、[OK]  をクリック

します。ディスクが読み込まれ、[ディスク情報]  ウィンドウが表示されま

す。

3. 必要に応じて  をクリックして、ラベル スナップショットを追加しま

す。ディスク マネージャー ライブラリーで識別しやすくなります。詳細

は、「ディスク ラベル スナップショットを編集する」 を参照してくださ

い。 

注:ラベル スナップショットを取得するには、コンピューターに Web カメ

ラか他のビデオ デバイスが搭載されている必要があります。

4. 必要に応じて [タグの編集]  をクリックして、ディスクにキーワード検索タ
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グを追加します。詳細は、「ディスクにタグを追加する」 を参照してくだ

さい。

5. [OK]  をクリックしてウィンドウを閉じ、ディスク マネージャー ライブラ

リーにディスクを追加します。

ディスク ラベル スナップショット

ディスク ラベル スナップショットは、ディスク マネージャー ライブラリーで

ディスクを識別するのに役立つ画像です。CyberLink LabelPrint  を使ってディ

スク ラベルを作成している場合、自動的にインポートされ、ディスク マネー

ジャーのラベル スナップショットと同様に使用できます。

キャプチャーしたラベル スナップショットを編集したり、手描きテキストの

ディスク、絵、その他使いたいものをキャプチャーして新しいラベル スナップ

ショットを追加することができます。

ディスク ラベル スナップショットを編集する

ディスク ラベルのスナップショットを編集するには、次の操作を行います。

1. [ディスク情報]  ウィンドウの  ボタンをクリックして、[ラベル ス

ナップショットのキャプチャー]  ウィンドウを開きます。

2. 必要に応じて、キャプチャーに使用するデバイスをドロップダウンから選択

します。

3. Web カメラの前にディスクまたは他のアイテムを置いて、  をクリック

します。このステップを繰り返して、もう一度キャプチャーすることもでき

ます。

4. ラベル スナップショットのキャプチャーが完了したら、[完了]  をクリック

します。
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ディスクにタグを追加する

キーワード検索タグは、ディスク マネージャー ライブラリーでディスクを検索

するのに役立ちます。これらのタグをフィルターにかけたり、検索したりして、

ディスクを検索します。

ディスクにタグを追加するには、次の操作を行います。

1. [ディスク情報]  ウィンドウの [タグの編集]  ボタンをクリックして、[タグの

編集]  ウィンドウを開きます。

2. 必要に応じて、既存タグ横のチェック ボックスを選択して、それらのタグ

を追加します。

3. 新しいタグを追加するには、フィールドに新しいタグを入力して  を

クリックします。

4. 検索が完了し、すべてのタグを追加したら、[OK]  をクリックして変更内容

を保存します。

LabelPrint を起動する
最後に、ディスク ラベルを作成します。[ディスク ユーティリティー]  の

[ LabelPrint  の起動]  をクリックして、CyberLink LabelPrint  を開きます。

注:CyberLink Power2Go は、作成したディスクのタイトルと他の情報を

LabelPrint  に送信します。この情報はタイトルとトラック フィールドに

別々に追加されるため、ディスク ラベルを作成時にこの情報を再入力する

必要はありません。ラベルが作成されると、情報は自動的にディスク マネ

ージャーにインポートされます。

ディスク ラベル作成に関する詳細は、プログラムのヘルプ ファイルを参照して

ください。
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その他の書き込み注意と機能

第 11 章:

ディスクに書き込む際に役立つ内容および機能は、次の通りです。

CyberLink ISO

ビューアーを使用する
CyberLink ISO を使って、コンピューター ハード ドライブ内の ISO、P2I

(Power2Go イメージ)、RDF 形式のディスク イメージを表示することができま

す。このツールを使うと、イメージ ファイルのコンテンツを表示したり、ファ

イルを抽出したり、イメージをディスクに書き込むことができます。

CyberLink ISO ビューアーを開くには、Windows のスタート メニューから

[CyberLink Power2Go]  >  [ ISO ビューアー]  オプションを選択するか、ハード

ドライブのイメージ ファイルを右クリックして [ ISO ビューアー]  を選択しま

す。 

CyberLink ISO ビューアーで実行可能な機能は、次の通りです。

 ボタンをクリックして、コンピューターのイメージ ファイル (ISO、
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P2I、RDF 形式) を検索および開きます。イメージ ファイルが開くと、イメ

ージに含まれるすべてのファイルが表示されます。

注:CyberLink ISO ビューアーでのファイルの表示を変更するには、  を

クリックします。

CyberLink ISO ビューアーでファイルをクリックして、  をクリックする

と、デフォルトのプログラムが表示されます。

イメージからファイルを抽出してコンピューターに保存するには、ファイル

を選択して  をクリックします。

表示されるイメージをディスクに書き込むには、  ボタンをクリックしま

す。ディスク イメージの書き込みに関する詳細は、「ディスク イメージを

書き込む」 を参照してください。

イメージをコンピューターのドライブとしてマウントするには、  ボタン

をクリックします。ディスク イメージのマウントに関する詳細は、「ディ

スク イメージをマウントする」 を参照してください。

マルチセッション ディスク
データ ディスクを書き込む際に、コンテンツが追記可能なマルチセッション

ディスクを作成することができます (ディスクに空き容量がある場合)。CD、

DVD、ブルーレイ ディスクへの書き込みで、マルチセッション ディスクを作成

することができます (追記禁止を選択していない場合)。

マルチセッション ディスクでは、ディスクが一杯になるか、追記禁止を選択す

るまで、コンテンツを何度も追記することができます。
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Power2Go の設定

第 12 章:

この章では、CyberLink Power2Go の設定方法について説明します。書き込み

処理中に [書き込み]  ボタンをクリックすると、[設定/情報]  ウィンドウが自動的

に表示されます。

手動で [設定/情報]  ウィンドウを表示するには、ディスク作成時にメニューの

[書き込み]  >  [設定]  を選択するか、キーボードの Ct rl+ I  を押します。

注: [設定/情報]  ウィンドウに表示されるオプションとタブは、選択した書

き込みタスクによって異なります。

全般の設定を行う
[全般]  の設定タブは、ほとんどのディスク タイプを書き込む際に表示されま

す。ここでは次のように設定します。

ディスク名:ディスクの名前を入力します。ディスク名はディスクの再生時

に、ディスク プレーヤー上に表示されます。また、ディスク マネージャー

で識別しやすくなります。

書き込みドライブ:ディスク書き込み用のドライブが表示されます。

書き込み速度:ドロップダウン リストから書き込み速度を選択します。表示

される速度は、コンピューターにインストールされているドライブによって

異なります。

コピー枚数:書き込むディスクの枚数を入力します。

ディスク マネージャー タグ:必要に応じて [タグの編集]  ボタンをクリック

して、書き込みディスクのキーワード検索タグを追加します。タグがある

と、ディスク マネージャー*  ライブラリーでさらに簡単に書き込みを行っ

たディスクを検索することができます。詳細は、「ディスクにタグを追加す

る」 を参照してください。
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注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

書き込みオプションを設定する
[設定/情報]  ウィンドウの [オプション]  タブは、ほとんどのディスク タイプを

書き込む際に表示されます。ここでは次のように設定します。

注:このタブに表示されるオプションは、選択した書き込みタスクによって

異なります。

オートラン ディスクを作成する:ディスクをドライブに挿入時、自動的に選

択したファイルを開くようにするには、このオプションを選択します。[参

照]  をクリックして、ディスク挿入時に開くファイルを選択します。ファイ

ルは EXE、HTML、TXT ファイルにします。

ディスク アイコンを変更する:一部のディスクでは、Windows エクスプロ

ーラーで表示されるディスク アイコンを変更することができます。[参照]

をクリックして、使用するアイコン画像 (ICO ファイル形式) を選択しま

す。

ディスク容量によりコンテンツを自動分割する:書き込み先ディスクのサイ

ズに応じて、書き込まれるファイルを自動的に分割します。

ファイル システム:ディスクのファイル システム (ISO9660/ Joliet、UDF

1.5、UDF 2.0、UDF 2.5、UDF 2.6) を設定します。

バッファー アンダーラン防止を有効にする:このオプションを選択すると、

中断することなくデータがディスクに書き込まれます。データが中断される

とディスクは使用できなくなります。

書き込み前に書き込みテストを行う:このオプションを選択すると、書き込

みを行う前に、書き込みテスト (ディスクが選択した速度で確実に書き込み

が行えるか) を行います。

注:バッファー アンダーラン防止が有効になっている場合、または過去に同

じ設定で書き込みを行っている場合は、書き込みテストは行う必要はあり

ません。
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追記禁止:このオプションを選択すると、ディスクの追記が禁止されます。

一度書き込みを行うと、次に書き込みを行うことはできません。このオプ

ションを選択しない場合は、マルチセッション ディスクを作成することが

できます。詳細は、「マルチセッション ディスク」 を参照してください。

書き込みデータを確認する:書き込み後に書き込みデータを確認する場合

は、このオプションを選択します。データが正しく書き込まれたか素早く確

認するには [高速確認]  を、データを個別に確認するには [完全確認]  を選択

します。[完全確認]  には時間がかかります。

不具合管理を有効にする:ディスクの不具合を修正して正常に書き込みを行

う場合は、このオプションを選択します。

ファイル書き込み日

元の日時を使う:このオプションを選択すると、ファイルのディスクに書き

込みに各ファイルの元の日時が使用されます。

現在の日時を使う:このオプションを選択すると、ファイルのディスクに書

き込みに現在の日時が使用されます。

この日時を使う:このオプションを選択すると、ファイルのディスクに書き

込みに指定する日時 (手動で入力) が使用されます。

情報タブを表示する
[情報]  タブには、選択したディスクドライブ、ドライブ内のディスク、現在のプ

ロジェクトに関する情報が表示されます。項目横の [ + ]  ボックスをクリックす

ると、詳細情報が表示されます。

新しいディスクを挿入したり、別のドライブに変更する場合は、  をクリッ

クして、最新情報が表示されていることを確認してください。

ダウンロードの設定を行う
[ダウンロード] *  設定タブは、オンライン メディアをディスクにバックアップす

るか、コンピューターのハード ドライブにダウンロードする場合に表示されま
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す。ここでは次のように設定します。

ダウンロード再試行回数:オンライン メディア サイトからのダウンロード再

試行回数を選択します。

ダウンロード スレッド数:オンライン メディア サイトから一度にダウンロ

ード可能なファイル数を選択します。

書き込み後に一時ファイルを削除する:オンライン メディアをディスクに

バックアップする時、ディスクに書き込まれる前に一時フォルダーに入って

いるダウンロード メディア ファイルをすべて削除する場合、このオプショ

ンを選択します。

一時フォルダー:オンライン メディアをディスクにバックアップする時、

ディスクに書き込まれる前にオンライン メディア ファイルがダウンロード

されるフォルダーです。必要に応じて [フォルダーの選択]  ボタンをクリッ

クして、コンピューターの他のフォルダーを指定します。

ダウンロード フォルダー:オンライン メディアをコンピューターのハード

ドライブにダウンロードする時、オンライン メディア ファイルがダウンロ

ード、保存されるフォルダーです。必要に応じて [フォルダーの選択]  ボタ

ンをクリックして、他のフォルダーを指定します。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。

動画の設定を行う
[動画] *  設定タブは、ビデオ ディスクを作成時に [書き込み]  >  [設定]  またはキ

ーボードの Ct rl+ I  を選択します。このタブでは、VCD または DVD をディスク

に書き込む場合に次のように設定します。

GPU アクセラレーションの環境設定

ハードウェア ビデオ デコードを有効にする*  (可能な場合):コンピューター

が I nt el Core i7、NVIDIA CUDA、AMD Accelerated Parallel Processing

に対応する場合、このオプションを選択すると、ハードウェア アクセラレ
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ーションで動画がデコードされ、ディスクに高速に書き込まれます。

ハードウェア ビデオ エンコードを有効にする*  (可能な場合):コンピュータ

ーが I nt el Core i7、NVIDIA CUDA、AMD Accelerated Parallel

Processing に対応する場合、このオプションを選択すると、ハードウェア

アクセラレーションで動画がエンコードされ、ディスクに高速に書き込まれ

ます。

注: *  この機能は、CyberLink Power2Go の一部のバージョンではご利用い

ただけません。
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テクニカル サポート

第 13 章:

この章では、テクニカル サポートについて説明します。ユーザーが回答を見つ

けるために役立つ情報が含まれています。ご購入の代理店、販売店にお問い合わ

せいただくこともできます。

テクニカル

サポートにお問い合わせになる前

に
CyberLink が提供する以下のサポート オプション内容をご参照ください (無

料)。 

プログラムに組み込まれている「ユーザーガイド」または「オンラインヘル

プ」を参照する。

CyberLink Web サイトのサポート ページの「ナレッジベース (FAQ)」を参

照する。

ht t p: / / jp.cyberlink.com /support / index.htm l

FAQ にはユーザーガイドまたはオンライン ヘルプよりも新しい情報が掲載され

ている場合があります。

テクニカル サポートに電子メールまたは電話で連絡する際には、次の情報をあ

らかじめご用意ください。

登録済み プロダクト キー (プロダクト キーは、ソフトウェア ディスク ケ

ース、ボックス カバー、または CyberLink ストアで製品購入時に受け取っ

たメールに記載されています)。

製品名、バージョン、ビルド番号 (通常、ユーザー インターフェイス上の製

品名をクリックすると表示されます)。
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お使いの Windows OS のバージョン。

システムのハードウェア デバイス (キャプチャー カード、サウンド カー

ド、VGA カード) およびその仕様。

表示された警告メッセージの内容 (メッセージの内容はメモするか、スクリ

ーンショットをとっておいてください)。

トラブルの詳しい内容と、発生した状況。

Web サポート
CyberLink の Web サポートは、24 時間いつでも無料でご利用いただけます。

注:CyberLink の Web サポートをご利用いただくには、まずメンバー登録

を行う必要があります。

CyberLink では、FAQ を始めとしたさまざまな Web サポート オプションを、

次の言語で提供しています。

言語 Web サポート URL

英語 ht t p: / /www.cyberlink.com /support / index.htm l

中国語 (繁体字) ht t p: / / tw.cyberlink.com /support / index.htm l

日本語 ht t p: / / jp.cyberlink.com /support / index.htm l

スペイン語 ht t p: / / es.cyberlink.com /support / index.htm l

韓国語 ht t p: / / kr.cyberlink.com /support / index.htm l

中国語 (簡体字) ht t p: / / cn.cyberlink.com /support / index.htm l

ドイツ語 ht t p: / / de.cyberlink.com /support / index.htm l

フランス語 ht t p: / / fr.cyberlink.com /support / index.htm l

イタリア語 ht t p: / / it .cyberlink.com /support / index.htm l


	Contents
	紹介
	はじめに
	最新機能
	Power2Go バージョン

	対応メディア
	対応するファイル タイプ
	対応するディスク タイプ

	システム 要件

	Power2Go の作業領域
	Power2Go デスクトップ書き込みガジェット モード
	デスクトップ書き込みガジェットを有効にする
	デスクトップ書き込みガジェットで書き込みを行う
	デスクトップ書き込みガジェットを設定する

	Power2Go フル プログラム モード
	新規タスク ウィンドウ
	Power2Go のプロジェクト
	Power2Go のユーザー設定


	ミュージック ディスク
	オーディオ CD または MP3/WMA ミュージック ディスクを書き込む
	オーディオ CD の環境設定
	MP3/WMA ディスクの環境設定

	CUE オーディオ ディスクを書き込む

	ビデオ ディスク
	ビデオ ディスクを書き込む
	ビデオ ディスクを作成する
	ディスク メニューを選択/編集する
	ディスクの環境設定を編集する
	ディスクに動画を書き込む

	DVD フォルダーの書き込みを行う

	データ ディスク
	データ ディスクを作成、書き込む
	セキュリティー保護付きデータ ディスクを書き込む
	セキュリティー保護付きディスクのコンテンツを表示する


	フォト ギャラリー ディスク
	フォト ギャラリー ディスクを作成、書き込む
	フォト ギャラリー ディスクの環境設定

	フォト ギャラリー ディスクを表示する

	オンライン メディア バックアップ
	オンライン メディアをディスクにバックアップする
	オンライン メディアをハード ドライブにダウンロードする

	システム リカバリー
	システム リカバリー ディスクの書き込みを行う
	コンピューターを復元する

	ディスク コピー
	ディスクをコピーする
	ディスク イメージを保存する
	ディスク イメージを書き込む

	ディスク ユーティリティー
	ディスクを消去する
	音声を取り込む
	音声ファイルを変換する
	ミックス ディスクを書き込む
	CD Extra/ミックス モード CD を書き込む

	Power2Go 仮想ドライブ
	ディスク イメージをマウントする
	マウントしたディスク イメージを無効にする

	ディスク マネージャーを使用する
	ディスク ライブラリーにディスクを手動でインポートする

	LabelPrint を起動する

	その他の書き込み注意と機能
	CyberLink ISO ビューアーを使用する
	マルチセッション ディスク

	Power2Go の設定
	全般の設定を行う
	書き込みオプションを設定する
	情報タブを表示する
	ダウンロードの設定を行う
	動画の設定を行う

	テクニカル サポート
	テクニカル サポートにお問い合わせになる前に
	Web サポート


